
提供機関：小松短期大学

科
目
名

心理学（学習と行動の変容） 復習用ビデオの録画・配信
○

開講期間 10 月 5 日～ 2 月 8 日

英文科目名 Psychology 
（Learning & Behavior）

テレビ会議システム
○

開講時間 金曜日　第 1 講時　13：30 ～ 15：00

受
講
定
員
等

担 当 教 員 木村　誠 ｅラーニング
－

開講場所 しいのき迎賓館「セミナールームＢ」

単位数　２単位
定員数　50 名
特別聴講学生等定員
科目等履修生定員
シティカレッジ聴講生定員
定員超過時の選考方法等　受付順

成績評価の 
方 法

レポートにより評価する

授
業
料
等

特 別 聴 講 学 生
（大学等に在籍する学生）

科 目 等 履 修 生
（社会人で単位を必要とする者）

シティカレッジ聴講生
（社会人で単位を必要としない者）

検定料 入学料 授業料 別途負担費用
募集期間：小松短期大学で確認

受　　講　　料
検定料 入学料 授業料 別途負担費用

10,000 円

科
目
の
内
容

　ヒトを含む動物は，経験を通じて行動を柔軟に変容させることにより，環境へ適応している。このような心
の働きを，心理学では「学習」と呼ぶ。本講義では，アメフラシからヒトまで，多くの動物種を用いた研究を
紹介し，行動変容に関する主要な理論への理解を深めたい。また，理論の紹介のみに止まらず，不登校，自傷
行為等の不適応行動への学習理論の応用や，我々の日常行動に学習理論がどのような説明を与えるのかにつ
いても言及する。本講義で取り上げる主なテーマとしては，①生得的な行動パターンに関する「本能的行動」，
②環境の関係性に関する学習である「古典的条件づけ」，③環境への能動的な働きかけを通じた行動変容に関
する「オペラント条件づけ」，④他者の行動の観察によって生じる行動変容に関する「社会的学習」である。
その他，受講生の興味に応じて話題提供を行うので，講義への積極的な参加を期待したい。

その他特記事項

授業担当教員紹介 ＵＲＬ http://makotokimura.verse.jp/

ホームページ・メールアドレス等 E － mail kimura@komatsu-c.ac.jp


